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♪Rotary Songs  奉仕の理想 

あゲスト・ヴィジターあ 
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あ会 長 挨 拶あk長会 長 ：  石川 俊洋 君 

  先日新聞に、２０２４年度の富士宮市の水道水水源の水質検

査結果が公表された記事が掲載されました。富士宮市の上水道

の水源は市内２７ヶ所にあり検査項目により、年１回、3 カ月に１回、

1 カ月に１回と何度も検査されています。上水道の場合、現在厚

生労働省のかなり厳しい検査基準がありますが、今回の検査結

果も基準値を大幅に下回る結果で、飲み水に問題は無いとされ

たそうです。 

夏、日照りが続くと各地で水不足のニュースが入ってきますが、

我が富士宮市では異常に水位が上がることがあっても、井戸が

枯れたり、湧き水が枯れたりすることは滅多に無いと思います。私

の家にも井戸がありボーリング井戸で深さは３０ｍほどで水位が２

５ｍほどでもちろん飲用にも使えますし、１年中池に出しています。

家庭の井戸は使わないと水脈が変わってしまい枯れてしまうこと

があるので、庭の散水や、洗車用にして年中使っていた方が、水

質も保て水量も維持できます。災害などの非常用に使うつもりで、

いざその時になると水が枯れてしまっていたりすることがあるので

気を付けた方が良いです。 

さて、今回の水質検査の記事に戻りますが、水源地の場所に

より硝酸態窒素、および亜硝酸態窒素の数値が１リットル中１ミリ

グラム以上の値を示した水源地が１３ヶ所あったそうで 基準値は

10 ミリグラム以下なので問題は無いのですが場所によりばらつき

があったようです。因みに、この硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

は、一般的に窒素肥料、家畜の糞尿、生活排水などが由来とさ

れているそうです。 

いずれにしても今のところは、富士宮の水は富士山の雪解け

水で『おいしい水』の要件は充分満たしているそうです。気になる

水道料金ですが、一般家庭で全国平均は、１カ月3,241円。県順

位だと安い順に１位 神奈川県 2,142 円、２位 高知県 2,332 円、

３位 静岡県 2,351 円です。 富士宮市の平均はなんと、1,815 円

で飛びぬけてお安くなっています。 

これからもおいしくて安い水を守れるように、環境保護は大切にな

ってくると思います。 

 

あ幹 事 報 告あ     幹 事    大谷 裕也  君 

＊別紙幹事報告書参照 

 

あ出 席 報 告a 

欠席者：※外木規之君、※堀水東志夫君、近藤憲司君、

近藤千佳さん 

あ本日のお祝いあ  

会員誕生日 伊原謙治君（Ｓ３０．６．２３生） 

創業記念日 石川俊洋君（Ｓ５９．６．２１創業） 

あス マ イ ルあ 

○７０才になります。気分は嬉し

くもあり嬉しくもなしです。 

７０代のみなさんよろしくお願い

します。…伊原謙治君 

○あと１０日ありますが、 

会長幹事お疲れ様でした 

…竹田浩富君                                                                    

 会 員

数 

計算会員

数 

出席 欠席 M U 比率 

今 週 18 16 14 4 0 87.5％ 
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Aクラブ協議会a  

会長・幹事・各統括委員長の今年度を振り返って 

2024－2025 年度会長  石川俊洋君 

まずもって今期会長を無事に務められま

したこと、会員の皆様に感謝申し上げま

す。そして私と共に忙しい中、幹事を務

めていただきました大谷さん、委員長の

皆様にも心から「ありがとうございました」と

伝えたいと思います。スタートした時に

は、19名だった会員も2025年４月には18名となってしまい、昨年

７月には退会されましたが、長く西クラブのメンバーであった赤池

次郎さんがご逝去され、寂しいスタートでした。 

前期は、地区研修など対外的なことが多く、クラブの事業としては

決まった事業しか開催できませんでした。地区の事業や、セミナ

ーなどとのすり合わせをしていくとどうしても毎年同じようなプログ

ラムになってしまうことが大きな反省でした。もう少し気持ちに余裕

をもって年次計画を立てていればよかったと思いました。 

長年行ってきた『ミツバツツジ』も今後の展開を見直し、植樹よりも

メンテナンスを重点的に行い大きくなった木の選定作業など、ま

た新しい作業が発生してきますが、せっかくここまで長く行い、大

きくなってきれいに花を咲かせるミツバツツジを見ていると放って

おくことはできないと思います。 

後期は、『富士宮西ロータリーカップ 少年サッカー大会』も始まり

富士宮市ＰＴＡ連合会の会長卓話など外部の講師を招いての卓

話例会など、35周年記念例会として食事会も開催できました。 

35 周年という節目の年でもあり、チャーターメンバーによる卓話等

していただき知らなかった歴史もおさらいすることができました。 

ともあれ１年間無事に終われましたことに感謝申し上げます。 

みなさん、本当にありがとうございました。 

2024－2025 年度幹事  大谷裕也君 

平成31年2月に入会してから6年目

にして幹事を務めさせていただくこととな

りました。恥ずかしながら開始当初はロ

ータリークラブのことをまだよくわからな

い状態で、またロータリークラブのような

団体に所属することも初めてだったので

幹事という務めについても右も左もわか

らない状態で不安しかありませんでしたが幹事を経験させていた

だいたことによってロータリークラブへの理解を深めさせていただ

くことが出来たと共に人間として成長させていただいた 1 年になり

ました。 

そんな状態で幹事を務めさせていただいたことから皆様にはご

迷惑をおかけすることも多々あったかと思いますが、先輩方に温

かく見守っていただきながらご指導いただきなんとかやりきること

ができました。皆様には感謝しかありません。 

この 1 年は私生活もなんだかあわただしく、多忙な仕事、多忙

な家庭とまさにドジャースの大谷選手のように二刀流で自分なり

によくこなしたな、と思います。 

最近、ある方に手相を見ていただいたのですが、「あなたは自

分のためよりは誰かのために生きる人生である」と言われました。

しかしその時悪い気はしませんでした。家族のため、社会のため、

だが結局それが自分のためになっていると思います。 

これからもロータリアンとして世界の誰かのために日々頑張りた

いと思います。 

１年間、若輩者を支えていただきありがとうございました。 

親睦委員会委員長 若林眞治君 

今年度、親睦委員長として出発しました。

毎例会の受付、出席、記念日、スマイル

の発表を行ってきました。親睦委員の少

ない中、皆で協力してやってきました。年

間行事として、 

8月30 日  夜間例会にて納涼祭 

9月20 日  夜間例会にてお月見例会 

11月15日  ２クラブ合同例会 

11月22日  5 クラブゴルフ大会（西Ｒ・Ｃホスト） 

12月20日  ファミリー忘年会 

1月31 日  新年例会  花月にて 

4月16 日  5クラブボーリング大会 ラウンドワンにて 

5月18 日  親睦旅行 江の島～鎌倉 日帰り旅行 

6月27 日  期末炉辺例会 

皆様の協力により1 年間無事に終わりました。有難うございまし

た。 

会員増強委員会委員長 竹田浩富君 

今期の増強委員長は当初、遠藤壽男さ

んが引き受けるという事になっていまし

た。それがいつの間にか私が委員長を

受けることになりました。出来ないのなら

最初から引き受けなければよいと思いま

す。 

さて今期の活動は、現会員の人数につ

いて会員の皆さんはどう考えているか・推薦者を選出してもらう・

親子会員についてはどうか・退会防止についてはどうしたらいい

のか・同好会復活について・過去の退会者へ例会への誘い等に

ついて2 回の例会で広く意見を頂きました。 

退会防止については、休みがちの会員のところへ出向き、話をし

た結果なんとか数回でも例会に参加していただくことができまし

た。増強については、お年の方ですとあまり期待できない、若い４

０歳以下の方でないと、という意見がありました、その方々へのア

プローチに付いても意見をもらい、趣味・業界の中・組合・団体な

どに声をかけるということで発掘していきましょうとなりました。 

また増強委員会の役目はなく、各個人で探して推薦してもらうこと

となりました。 

 



 

研修委員会委員長 伊原謙治君 

研修委員会は例会で2回、8月と翌年1 月に委員会を開催しま

した。開催内容は、会員の一番の要望の高かった奉仕活動の充

実についてです。 

その中で、ミツバツツジ活動の今後についてに焦点にあてさせて

いただきました。8 月の1 回目では、1.このプロジェクトを終了し他

の奉仕活動を考える、2.現状のままこの奉仕活動を続ける、3.もう

少し手入れをして当クラブの顔として自慢できるようにするなどの

意見をいただき、結論は急がず、次回の会に回すことにしまし

た。1月の2回目では、このプロジェクトの方向性を決める会にし

ました。全体として、このプロジェクトの継続の意見が大半であるこ

とから、３年計画を立てることにしました。目標を立てて活動し 3年

後にどうなるか、そこでまた考えることにしました。活動は、奉仕プ

ロジェクト委員長をリーダーとし、各年度の会長・幹事をメンバーと

して6 名ほどを予定する。ある程度の原案が出来たら発表する事

になりました。最後に、やるからには当クラブのレガシーとして会

員の協力を得てこの活動を成功させたいと思っています。 

ロータリー財団・米山委員会 貫名英舜君 

 ロータリー財団事業に関しては2620

地区が推奨する標準基金150＄、ポリ

オブラスに対しては30＄を寄付した。

R 財団事業に関しては、平和の構築

と災害救援のためにどのような仕事を

しているかについて調べてレポートし

た。R 財団は直接的な行動ではなく、

国連を通じて行われている。また、この国連のスタッフの一部に財

団から学資を得て国連に奉職している人が含まれている。つま

り、我々の財団への寄付の一定部分はこのような国際関係問題

に当たる専門家を育てることに使われていると言うことである。 

ミャンマー大地震の救援活動に国連難民高等弁務官事務所

が当たっているが、多分、ここにもロータリー財団の資金が投与さ

れ、またロータリーによって育てられた国連スタッフが従事してい

ると思われる。 

米山委員会は、長泉にある米山梅吉記念館、また、翁の墓所

を訪れて顕彰することに加えて、米山奨学会の奨学生をカウンセ

ラーとしてお世話することを内容とする。今年、富士宮RCが奨学

生一名をお世話する予定であり、当クラブとしては、この事業に一

部相乗りする予定であった。しかし、何らかの事情でキャンセルさ

れた。したがって、本年度は米山梅吉翁が日本にむアジアから

留学して来ている学生に対して資金を与えたという事績、また、

戦後の復興期に国際ロータリーが学資と滞在のお世話をしてもら

うことで日本、人初の国連難民高等弁務官代表まで上り詰めた

緒方貞子女史の話とオーバーラップさせながら話すことで会員の

理解を得られるように務めた。 

米山委員会へ年次寄付はむ一人一万円とした（地区推奨は

16,000円）。 

公共イメージ向上委員会委員長 渡邉奈津実さん 

期首に公共イメージの活動計画として４つのポイントをお伝えしま

した。 

① My ROTARY の登録率アップと活用の推進 

② ブランドリソースセンターの活用 

③ SNSや地元メディアでのPR 

④ 米山梅吉記念館の活用と継続的支援 

My ROTARY 登録率、富士宮西ロータリークラブにおいては、期

首は 19 名中 4 名が未登録で登録率 78.95％だったのが、5 月時

点では18名中2名未登録で、88.89％となり目標はクリアです。 

My ROTARY とブランドリソースセンターについては、8 月にクラブ

協議会でサイトの存在や使い方の研修を行い、その上で 10 月に

地区委員の梶原幹人さん（伊東西RC）をお招きして卓話をしてい

ただきました。クラブホームページの会員紹介のページがとても

有効であるというお話が印象的でした。富士宮西ロータリークラブ

のグループ LINE も各種連絡や写真の保存でとても役立っている

と感じます。 

メディアでのＰＲは、富士宮市福祉協議会へのお米贈呈式やＰＴ

Ａを通じての課題本贈呈、サッカー大会の開催や結果報告等が

岳南新聞に取り上げられました。4 月に富士宮駅前交流センター

きららで開催された、こども舞台芸術フェスティバル（通称こぶたフ

ェス）ではブースを設置しパンフレット配布で広報活動を行いまし

た。ご協力いただいた皆さんありがとうございました。来期もよろし

くお願いします。 

奉仕プロジェクト委員長 石田道彦君 

・地区補助金の申請 

事業は去年と同じ「富士宮西ロータリーク

ラブカップ少年サッカー大会」としました。

開会式で問題点をサッカー協会会長に

お聞きしたところ、「各チーム16 名の登録

人数に対して12名分の賞品（メダル）し

か用意できていない。」との事でしたの

で、計画の拠出金を41万円、補助金申

請額は27万円で申請書を提出させていただきました。計画どお

りに補助金をいただく事ができました。 

メダル 3チーム分で48個×5学年×1300円＝ 312000円 

サッカーボール   4 号球×10個×4070円＝ 40700円 

スポーツ石灰     60×880円＝   52800円 

表彰状  15枚×300円＝ 4500円   支出総額  410000円 

・ミツバツツジメンテナンス 

 10 月25日に朝霧アリーナにて例会前の11時頃よりミツバツツ

ジメンテナンスを行いました。今回は植樹を行わず草刈り、つる取

り等行いました。4月25日に朝霧アリーナにて例会前の11時頃

より植樹と草刈り等のメンテナンスを行いました。植樹は大きめの

苗を5本、駐車場南側に行いました。 

・課題図書贈呈式 

 11 月8日19時より市役所にて市 P連への課題図書贈呈式を

行いました。富士宮西RCからは会長、幹事以下7 名の出席を

いただきました。 

・富士宮西ロータリークラブカップ開会式 

4月13 日13時より外神体育館にて行われました。クラブからの

参加者は8 名でした。 


